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生まれた。それをまとめ、コンパス紙
の日本支局に持ちこんだところ「特派
員にならないか」と。
　大学で研究を進めながら、記者とし
ての仕事もこなすようになった。博士
課程修了後、支局長に就任。支局長と
しては２年間過ごした。
　武部：私が大使と出会ったのはそ
の頃。
　ユスロン大使：多くの日本の政治家
に会ったが、その中でもとくに忘れら

　武部：大使が日本を留学先に選ばれ
た理由をお聞きしたい。
　ユスロン・イザ・マヘンドラ大使

(以後、ユスロン大使)：私が米国や欧
州ではなく、日本を留学先として選ん
だことは偶然ではなく必然であったと
思っている。
　政治学部国際関係学科を卒業後、政
治学の修士課程に進み、近く留学した
いと考えていた。同学科には若い先生
が二人おられた。おひとりは後に経済
担当調整大臣を務められた方で、もう
おひとりは文部大臣などを歴任された
後、防衛大臣を務められた方。
　そのお二人から「このままではイン
ドネシアに日本のことがわかる人がい
なくなる｣「日本に留学しなさい。そ
うすれば、君はインドネシアの財産に
なる」と勧められた。当時、インド
ネシア人の留学先と言えば欧米が圧倒
的に多く、日本への留学は極めて少な
かった。このように素晴らしい言葉を
もらって自慢したいほど嬉しく感じた
のを覚えている。
　そうして文部科学省の奨学金によ
り筑波大学への留学が決まったのだ

が、博士課程に進むためには日本で
もう一度修士課程を専攻しなければ
ならなかった。そこで今まで学んで
こなかった法学を専攻することにし
た。博士課程では政治経済学を専攻
した。
　武部：現地紙「コンパス」の特派員
となられたのは？
　ユスロン大使：博士課程３年目のこ
と。膨大な資料を元に研究に没頭する
なかで、様々なアイディアが頭の中に
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運ぶためには、マラッカ海峡を通る必要
があり、我が国の安定が必要不可欠。両
国は切り離せない国と神様が決めたので
はないかと思えるほど。国家も人間と同
じで独りでは生きていけない。
　駐日インドネシア大使として考える
のは、アジア太平洋および東アジアにお
いて問題が生じた時、日本とインドネシ
アは何をすべきかということ。経済面だ
けでなく安全保障も同様。日本が防衛
産業などでインドネシアと協力関係を
深めることは、地域関係や経済発展に
も意義があり、経済的地理的な安定は
両国の国益にも適うと考えている。
　武部：まったくの同感だ。
　ユスロン大使：我が国への投資の主
役は日本だが、中国や韓国の投資も増
加しており、このままでは我が国にお
ける存在感は弱まってしまう。
　ジャカルタ～バンドン～スラバヤ間の
新幹線、ジャカルタ市内のＭＲＴ、港湾
整備、電力不足の解決などインフラ整
備はビジネスチャンスであり、この分
野への投資が増えれば両国関係も密接
になるのではないか。インドネシア国
民が豊かになり購買力が上昇すれば、
日本企業が生産したものを我々ももっと
購買することができるようになる。
　武部：多くのインドネシア研修生が
来日しているが、帰国後の就職先はあ
るのだろうか。
　ユスロン大使：それも大きなビジネ
スチャンスだろう。約5,000人ほど来
日しているがノウハウと知識を身につ
けても活かせないのであれば意味がな
い。日本基準の野菜づくりを勉強し、
帰国後インドネシアから日本に輸出す
るなどやれることは多いはず。
　武部：食料の安全保障の観点から

れないのが武部先生。兄(ユスリル・
イザ・マヘンドラ元国家官房長官)
も、よき親友として武部先生の名前や
顔をよく覚えていましたよ。
　武部：大使は山崎拓先生を訪ねてこ
られた。山崎先生が渡辺美智雄先生の
後任として日本インドネシア友好議員
連盟会長に就任されて。私も事務局長
として同席したのだが、おふたりがと
ても若いので驚いたのを覚えている。
山崎先生は後で「これは大物になる。
切れすぎるほどだ」と話しておられた。

　武部：その後、インドネシアに戻り
国会議員となられた。
　ユスロン大使：当時、インドネシア
に戻りたいとは考えていなかった。そ
もそも私は研究者志望であった。
　私の博士論文のテーマは「雁行型経
済発展｣。当時「アジアの奇跡」とい
う言葉が流行ったが、私は否定的で
あった。クルーグマン先生(ポール・
クルーグマン、ノーベル経済学賞を受
賞)と結論は同じだが、それに至るア
プローチは異なる。
　「アジア経済は不健康であり、真の
成長には至っていない。産業の木はア
ジアの土地に根付いていないポット植
えに過ぎず、環境が変わればアジア経
済の木は枯れてしまう」というのが私
の主張だった。
　この考えは当時、筑波大学に認めら
れず卒業が半年遅れたほど。ところが
通貨危機後、評価が一変。筑波大学の
TARA(筑波リサーチアライアンス)の
研究員に任命された。
　研究者とし実績を重ねようという
時、前述した当時の経済担当調整大臣
から「インドネシアのことを忘れてい
ないのなら帰国しなさい」と諭され帰
国。産業大臣のアドバイザーを２年間
務めた。その後も日本に帰りたかった
のだが、兄から国会議員として立候補
するように言われ政治家の道を歩むこ
とになった。
　当選後、第１委員会で副委員長とし
て外交・防衛・情報を担当。政治・軍
事・防衛的な戦略を学んだことが、現
在の考えに大きな影響を与えている。
　武部：今後、日本とインドネシア
の関係はより重要になる。
　ユスロン大使：日本が中東から石油を

も、いくつかの輸入先を確保すること
は重要だ。研修生問題は両国政府のさ
らなる取り組みが必要だろう。

　ユスロン大使：現在ASEAN諸国は
「ASEANビジョン2020」の実現に向
け取り組みを進めている。将来的に
アジア全体の基準になるのではないだ
ろうか。日本には文化・教育・観光な
どの面において、アジア諸国との人的
交流を深め、リーダーシップを持って
リードして欲しいと願っている。
　武部：大使はパイプ収集が趣味と
聞いた。
　ユスロン大使：パイプは煙草を吸う
ためだけではなくて、芸術品として収
集している。日本で記者をやっていた
ときに、銀座に行きつけのパイプ屋さ
んがあり芸術的なコレクションが揃っ
ていたのを覚えている。世界中から200
本以上のコレクションを集めた。盆栽
も趣味のひとつ。日本に留学する前か
ら、自分で本を読んで楽しんでいた。
　武部：大使は日本語が堪能、人柄も
素晴らしいので、日本全国を歩いて、対
話をしてもらえば、大使の人柄を通じ
てインドネシアのファンが増えるだろ
う。日本の中小企業は良い技術を持っ
ており、アジアに積極的に進出した
いと思っている。インドネシアは大き
なマーケットであり可能性も大きいの
で、中小企業が進出するチャンスも今
後増えるだろう。両国の友好のため、
発展のためご尽力していただけることを
期待している。本日の対談を引き受けて
くださったことに感謝申し上げる。
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日本で研究者として評価されるも

呼び戻されて国会議員に

「アジア基準作りにリーダーシッ

プを持って取り組んで欲しい」


